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0.は じ め に
 本 稿 は ドル ガ ン族 の 言 語 、 ドル ガ ン語 につ い て の主 と して次 の3種 の記 録 か ら
な る 。 ひ とつ は 、基 礎 的 な 語 彙200語 、 ひ とつ は ドル ガ ン族 の居 住 地 で集 め た
語 彙 を 中 心 とす る 、彼 らの 生 活 に特 に結 び つ きが あ る と考 え られ る 語 彙 等 、 更 に
は ドル ガ ン族 出 身 の詩 人 オ グ ド ・ア ク シ ョー ノ ワ氏 か ら提 供 され た 言 語 資料 の3
種 で あ る 。全 体 の分 量 は些 細 な も の に す ぎ な いが これ まで あ ま り紹 介 され る こ と
の な か つ た シベ リアの 少 数 民 族 の言 語 資 料 で あ るの で こ こ に ノー トと して あ え て
紹 介 した く思 う 。 こ こ に あ げ る記 録 は大 部 分 が1991年 夏(8月1日 ～24日
→5章 参 照)に タ イ ム ィル 自治 管 区の ハ タ ンガ 区 と ドゥ ジ ンカ 区 で筆 者 が取 り集
め た もの で あ り、1991年 春 に数 回 にわ た っ て レニ ン グ ラ ー ド教 育 大 学 極 北 諸
民族 学 部 にお い て 当時 在 学 中の ドル ガ ン族 出身 の学 生 の方 々 か ら教 示 して も らっ
た語 彙 等 を も一 部 加 え て い る 。近 年 、 旧 ソ連 邦 に お い て 、 ドル ガ ン族 の言 語 、文
学 等 の著 作 が い くつ か 出 版 さ れた り 、出 版計 画 中で あ る もの も あ る 。 そ れ ら につ
い て巻 末 に挙 げ て お く。
1.ド ル ガ ン 族 概 況
 ドル ガ ン族(卜aル ガ ン語.Tbla Kﾘh禝3、 haKa、 ロシア語. ponraH)は 旧 ソ 連 邦 ク ラ
ス ノ ヤ ル ス ク 地 方KpacHORpcxxx KpaH 北 部 の タ イ ム ィ ル(ド ル ガ ン ・ネ ネ ツ)
自 治 管 区THIiM6[pCKAi?AonraH。―HeHeuxxH)aBT。HOMHbll30Kpyr の 少 数 民 族 で あ
る 。 エ ベ ン キ 族 、 ヤ ク ー ト族 、 外 ツ ン ドラ 農 民 と し て 入 植 し た ロ シ ア 人 農 民 や 周
辺 の サ モ エ ー ド系 の 民 族 と と も に 比 較 的 新 し い 時 代(18～19世 紀)に 形 成 さ
れ た 民 族 で あ る 。 現 在 、 こ の 地 域 に4969人 の 人 口 が あ り 、 他 に 北 部 シ ベ リ ア
を 中 心 と した 地 域 に も 住 ん で い る 。1989年 の 人 口 調 査 で は こ の 民 族 全 体 の 人
口 は お よ そ6900人 で あ る 。 そ の う ち の ほ ぼ80%の 人 々 が チ ュ ル ク 系 の 言 語
ドル ガ ン語 (卜"ルガ ン語.Tbin haxanapa、 ロシア語. AonraxcKxH ft361K)を 母 語 と し
て 用 い る 。 若 い 世 代 は ほ ぼ バ イ リ ン ガ ル の 伏 態 に あ り 、 老 年 層 は ロ シ ア 語 は あ ま
り知 ら な い 。 家 内 に お い て は ドル ガ ン 語 使 用 が 優 勢 で あ る 。 ドル ガ ン 語 は ヤ ク ー
ト語 の 方 言 と し て 扱 わ れ る こ と も あ る 。 しか し、 民 族 の 形 成 に 関 与 し た 複 数 の 民
族 言 語 の 影 響 が 様 々 に こ の 言 語 に 反 映 し て い る と 見 ら れ 、 言 語 接 触 に よ る 言 語 形
成 の モ デ ル と し て 誠 に 興 味 深 い 言 語 で あ るD
 現 在 ドル ガ ン族 は大 部 分 の成 人 が 村 ソ ヴ ェー トの ソホ ー ズ に労 働 者 と して組 み
込 まれ て い る 。1930年 代 に ソ ヴ ェー ト政権 に よ り建 設 さ れ た人 口400～7
00人 位 の 村 落 に ほぼ 定 住 した状 態 に あ る。季 節 に よ っ て は トナ カイ の遊 牧 の た
め付 近 の ツ ン ドラ に出 て これ にあ た っ た り、狩 猟 や 漁 労 に従 事 す るた め村 か ら離
れ た拠 点(ト ー チカ;小 さな 集 落 、 場 合 によ っ て は季 節 に よ る一 時 的 な集 落)で
数 カ 月 を 過 ご した りす る 。
 教 育 は ロ シア 語 によ る学 校 教育 が 行 わ れ て い る 。3年 制 も しくは4年 制 の 初 等
教 育 機 関 の み しか持 た な い村 で は そ の後 の 教 育 の た め比 較 的 規 模 の大 きな村 にあ
る寄 宿 舎 に入 り学 習 を続 け る こ とに な る 。学 校 教 育 を終 え る と本 人 の 希 望 と選 考
に よ りタ イ ム ィル 自治 管 区 の 中心 都 市 で あ る ドゥ ジ ンカ 市 や 、 クラ ス ノヤ ル ス ク
市 等 に あ る高 等 教 育 機 関(教 員 養 成 学 校 、技術 学 校 、音 楽 学 校 、 医学 校 等 々)に
進 学 した り、サ ン ク ト ・ペ テ ル ブ ル グ に あ るゲ ル ツ ェ ン名 称 ロ シ ア教 育 大 学(旧
・レニ ン グ ラー ド教 育 大 学)極 北 諸 民 族 学 部 に入 り、大 学 教 育 を受 け る者 も い る 。
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特 記 して お き た い の は1981年 に ドル ガ ン語教 育 の た め に実 験 的初 等 読本 が 編
纂 さ れ 、か ね て か ら検 討 され て きた ドル ガ ン語教 育 へ の 取 り組 み が始 ま っ た と い
う点 で あ る 。1990年 には 本 格 的 な 初 等 読本 と2年 生 用 の ドル ガ ン 語学 習 の教
科 書 が 他 の シベ リアの 少 数 民 族 の 民 族 言語 学 習用 の教 科 書 と同様 、 レニ ング ラ ー
ドの 教 育 出版 社 《Ilp。CBe鵬HKe》 か ら発 刊 され た 。近 年 創 設 され た タ イ ム ィル 民
族 教 育 ア ソシ エ ー シ ョ ンは民 族言 語 によ る全 科 目の 学 習 の是 非 も検 討 中 で あ る と
の こ とで あ る 。
.2.ド ル ガ ン語 基礎 語 彙200語
 本 稿 で基 礎 語 彙 と したの は東 京 外 国 語 大 学 ア ジア ・ア フ リカ 言語 文 化 研究 所 に
よ る ア ジ ア ・ア フ リカ 言 語 調 査 票 の 上 巻(1966)に お いて最 も 基 礎 的 な 語 彙
と してA項 目 に分 類 さ れて い る200語 で あ る。調 査 に あ た っ て は媒 介言 語 と し
て ロ シア 語 を用 いた の で こ こ に も各 語 彙 に当 て た ロ シ ア語 を併 記 して お く。各 々
の 語 彙 の ロ シア 語 訳 は 筆 者 に よ るが 、 一 部 、 日本 語 の 語 彙 に 当 た る ロ シア語 訳 と
して 不 適 切 な も の もあ っ た か とは思 うが こ こ には全 て調 査 時の ア ン ケ ー トに記 し
た もの をほ ぼ そ の まま 記 して お く。 ドル ガ ン語 語 彙 の 表 記 は キ リー ル アル フ ァベ
ッ トに基 づ く ドル ガ ン語 表 記 法 によ る 。 ドル ガ ン語 の 正 書 法 は1977年 に オ グ
ド ・ア ク シ ョー ノ ワ氏(→4章 参 照)に よ っ て その ドル ガ ン語 に よ る詩 集 が 出版
さ れ て よ り試 み られ て お り1981年 の実 験 的 初 等 読 本 の 出 版 以 来 ほぼ 正 書 法 と
して認 め られつ つ あ る*。 本 章 に掲 げ た200語 は オ グ ド ・ア ク シ ョー ノ ワ氏 に綴
っ て い た だ い た ものが 中心 で5章 に掲 げ た他 の 調 査 協 力 者 の デ ー タ は含 ん で いな
い こ とを断 っ て お き た い 。
*そ れ ぞれ の 文 字 の 音 価 は ロ シア 語 にお け るの と大 き くは異 な らな い と考 え る
 こ とが で き る 。 ロ シア 語 に はな い文 字 に よる場 合 の音 価 は ほ ぼ次 の よ う で あ
 る:Y=[y】 ・e=【ﾘ1,旺=[fi l, h=[h]。
   ロ シ ア 語
1.     ronoBa
2.    BOAOCbI
3.   reas
4.   yxo
5.   Hoc
ﾓ.   pOT
%.   3Yﾓ
8.   pyxa
9.   nareu
10.  Hora
11.  Koma
I2.    BOflOCKH
13.    KpOBb
14.   KOCTb
15.    nnorb
16.  Teno
17.    60neaHb
18.    nexapcTSo
19.  eo肪
20.   Macao




















































TYY, KyopcyH(手 の 毛)
Kaali
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aparxx(ウ オ ッ カ 、 ス ピ リ ッ ト)

















































































































































































































































































































































































































群 。(・ 息刊 ―3人 称単数所有露)















































































































































































































































































192. KpacHb磁   赤 い     KbIhbl馬Kb置TapKa貢
193.UBeT色 eE,
             (ど の よ う な 色 の)K砿TaK eHHeer頭
194.  xOPOHIH貢       良 い          yqy「3亘
195. n憩xo貢    悪 い     KyharaH
196. ToT鵬,   同 じ     ho馬KaHblbI
    O皿HHaKOBbiK
197.   aa            凄ま し、          丑b3
198. HeT      い い え    hyOK
199.   6b置Tb: A eCTb 6.              6aap
     (朋 朋TbC的  で あ る
200.   He 6bITb, He                 hyoK
     (He肥 朋TbC兄)で な い
*動 詞 と し て 回 答 さ れ た 語 彙(127-171)は 語 幹 の 形 と し て 挙 げ て あ る 。
.3.そ の 他 の ドル ガ ン 語 語 彙 等
 以 下 に は ボ ピガ イ村 、ヘ タ村 、 そ の他 の ハ タ ンガ 地 区 の 村 々 で 集 め た 語 彙(若
干 の 短 文 等 を含 む)を 中心 に報 告 す る 。収 集 に あた っ て は 媒 介 言 語 と して ロ シ ア
語 を用 い て い る が 中 に は手 指 しに よ っ て収 録 した 語彙 も あ る 。そ の 場 合 は ロ シ ア
語 を並 記 して い な い場 合 も あ る 。収 録 した 語 彙 は な るべ く分 野 別 に配 列 す る よ う
にっ と め た 。各 々の 語 彙 に はイ ン フ ォー マ ン トを 略号 で 記 して お い た 。多 くの 場
合 、 ロ シ ア語 と ドル ガ ン語 の2言 語 併 用者 に仲介 して も らっ て記 録 した語 彙 で あ
る 。イ ン フ ォー マ ン ト自身 に表 記 し て も らっ た語 彙 等*以 外 は調 査 者 が綴 り、 仲
介 者 が その 場 で チ ェ ッ ク した もの を あげ て あ る 。表 記 の 順 は各 分 野 とも に ドル ガ
ン語 、 日本語 、 ロ シア 語 の順 で あ る 。略号 は5章 参 照 。
*(THΦ ―X),(HBK-C)及 び 「会 話 、 感 情 表 現 等 」 の 項 の(BHII-n)は イ ン フ オ ー マ ン
 ト 自 身 の 表 記 に よ る 。
チ ュ ム に関 す る もの
ypaha pb3   チ ュ ム        vyM           (BHH―n)
(落 葉 松 の支 え 棒約30本 で 円錐 形 に組 み 、 トナ カ イ の 皮10頭 分 を合 わ せ た シ
ー ト3枚 で覆 っ た テ ン ト様 の 移 動 式 住 居)
Taac恥e   煉 瓦 造 りの 家                  (THΦ 一X)
Maac恥e   木 造 の 家                    (THΦ ―X)
ypaha    チ ュ ム の 支 え 棒                (BHn-n)
Ye∬oc    チ ュ ム の 心 棒 の3本 合 わ さ っ た と こ ろ        (r-X)
aaH     チ ュ ム の 木 製 の ドア                (「―X)
e肪 βYYH   チ ュ ム の 覆 い                 (BHn―H)
肺H3 TyTTyryH一 チ ュ ム を 覆 う     H。KpbIBaTb qyM      (BHH-n)
ypahaH KaeTaa一 チ ュ ム を た た む    y6HpaTb qyM (解 体)   (BHH-n)
恥3刀h     ドア         朋ePb          (P-X)
Kaa丑raH   ドア         瓜BePb         (A双n-H)
aaH aPblh   開 い て い る 状 態 の ドア              (MH-n)
haMOK錠  3aMOK  (AπH―n)
caMOK         錠                    3aMOK                   (BHH-H)
KoTeropHH   出 入 り 口 の 向 か い 側   Hanp。THB 皿Bepe亘      (P―X)
甜pKaraK   向 か い 側 に い る相 方   c。c則 HaHpoTHB      (P―X)
r。Haa万    食 器 を置 く と こ ろ   MeCT。 四朋 nocy四b[    (「―X)
KJIYC          鍵                    KJIK)H                    (BHII-H)
o姻00H鈎  KP田K  (BHH-■)
Tpy6aa    煙 突         乃blMoB孤Tpy6a      (BHH-■)
刀aMna    ラ ン プ        πaMna         (BHn-H)
TYHHYK窓  OKHO  (BHH-H)
HCT33H3壁  CTeHa  (BHH―n)
。pyH     寝 床         KPOBaTb          (r-X)
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haHa6blc  蚊 を避 け る た め に寝 床 で使 う カー テ ン3aHaBec oT KoMapoB(r-X)
6yo澱K    物 置 用 の バ ロ ッ ク   6翻oK即H Be皿e亘     (r-X)
(バ ロ ック とは トナ カ イ飼 育 の際 に使 う大 型 の 機 で 、落 葉 松 で 長 方 体 に組 ん だ ブ
レー ム に トナ カ イ の皮 を か ぶ せ た も の で 、8～10頭 の トナカ イ に牽 かせ る 。 中
は家 財 道 具 や 簡 易 的 な ス トーブ と煙 突 も しっ らえ て あ り、通 常 は移 動 式 住 居 と し
て 使 用 す る 。→ トナ カ イ飼 育 の項 を参 照 の こ と 。)
-
ohbK    か ま ど        oqap          (P―X)
oqax,.OHaK  か ま ど        oqar         (BHH―n)
ohOK    ペ チ カ         ne服a          (BHH-H)
KePT    か ま ど に付 い て い る煙 突 瓜bIMoxo皿         (P-X)
MHH 6YrYH yoT oTTyHaH6bIH.今 日私 は 火 を焚 きつ け た 。      (BHH-n)
Kb【TblH鍋  KaCT即 朋  (BHH-n)
(H)enHCK3  マ ッ チ        cnHqKH         (A朋 一n)
TaraaH   鍋 置 き                      (r-X)
yoT oTToH一 火 をお こ す      pa3BecTH oroHb     (A熈 一H)
h。πy    焚 火          K。Te』          (BHn-H)
KbIP灰  30澱  (r-X)
・・K . 炭       y・…       (P-X)
6ypy。   煙       丑blM        (r-X)
KePT8   ふ い ご (木 と トナ カ イ の皮 か ら作 る)       (P-X)・
TapaK    木 、薪        爬peBo, 即oBa      (P-X)
田3亘K3   蝋 燭 立 て                      (P-x)
hYY   脂        ・HP        (r-X)
qaa亘HHK   や か ん         qa貢HHK           (r-X)
raaHHblK   や か ん         qa貢HHK          (BHI-H)
YPYHbI qaa亘HHK急 須          3aBapHHK         (P―X)
raaCKb」  茶 碗       耳a田Ka      .(BHI¶)
。a亘   茶        輔        (BHH)
ac    料 理.      6澗        (BHn-H)
ac 6yhapap KHhH コ ツ ク       noBap          (THΦ一X)
HhHT, T3P枷Ka皿        Tape』Ka      (BHI-n)
6ahaK    ナイ フ         HO撒           (BHH-H)
πyOCKy    スプ ー ン        πo照a          (B田 一H)
KaMb田K    木 製 の 匙        丑epe朋HHa兄 珊瓢a     (BHH―H)
6HH爪3    フ ォー ク        BKπKa          (BHH-H)
CTaKaH    グラ ス         b」CTaKaH         (BH■-H)
cKaTep, cKaTapテ ー ブ ル ク ロ ス     cKaTepTb        (A耶 ―1)
,Ka。   棚        田KaΦ       (BHH)  
K     食 器 用 棚        皿KaΦ π朋H。cy四bI     (BH肛一n)Yr3
Ha6apecKa, h。ryc 杓 子       qepnaK         (BHH―H)
6yyp丑yK,6yyp皿yyK 小 麦 粉 .    MyKa          (A耶 ―H)
,、、P。   油 、 脂      ・・P, ca・ ・     (A双H-H)
KaTap6aカ タ ル バ(油 で 揚 げ た 小 麦 粉 の パ ンや ク ッ キ ー の よ う な も の)(BHH-n)
6y恥OH, MKKH トナ カ イ の ス ー プ                (BヨH―n)
KYYC     トナ カ イ の 肉                  (BH■ ¶)
MKHH pnCT33x トナ カ イ の ス ー プ に 米 を混 ぜ た も の        (BHH-1)
h頒 鋤,6yTyracト ナ カ イ の ス ー プ に 小 麦 粉 を 混 ぜ た も の       (BHH¶)
MapocKa (MoPyocKa) BaPeHHeTa
             ホ ロ ム イ イ チ ゴ(ジ ャ ム)MopomKa(BapeHbe)    (BHH―n)
MapocKa (MopyocKa) hyryHa            
生 の ホ 白 ム イ イ チ ゴ   Cblpa兄M。pOUIKa      (BHH-n)
hahap丑aaK MapocKa(MopyocKa) hy.ryHa            
砂 糖 漬 け の ホ ロ ム イ イ チ ゴ3acaxapeHHaH Mopo皿Ka   (BHH-H)




Kb111b1A ap。,悪 ヤ ク類 eixosaxoKOHbflK  (欄
parxM
6apop




hx6xva:c-'y難 縦ii齢 瓢eH・ 一 羅lli
。ac   薪      AP・Ba      (BHH)
MacTa o6paTTa―, MacTa o6apaT一 薪 を 割 る py6xTb popaga    (BHII―n)
離 … 籍 削 る  rpe6exbnpxwecaTb  ((A?-R(A餌―n)n)
6aaK-,
K6[C-baan・ ・譜 びつ け る Bfl3禝bCTpOP甬b  (Aun(Aun:n)n)
xarpan
TanvaH・p菓 鍛 診 ド 罵IHa。 KP.eaTb (AAII-H)(BHII-II)
6xhxx    ゆ りか ご        KOAb16ﾘllb        (AAII-n)
6Kπ33一    ゆ りか ご を揺 らす    xavaTb KO刑6e茄      (AAII-1)
6aaH
xnb6xﾑ一
MxHHbK3響  yaennoAMecrxMerha  i妄ll≡X)n)n)
購 一 箸姦 り  nbi,n?bl」IO   (Bxn-n)(aun-n)
cyyH
hyHH;p Taxa,T。 盗 う 洗 濯 す る 葦雛b  (aun-n)(THE-X)
難c3,灘 た落葉松 灘 盤H_、 (sxx-n)($xn-n}
KypdHK MdC






一 囎  。neHb sap。cnmK  (・AII-・)
6y
Ty
MO三c rahayTKd董箋鰻 鼎 イi;lllel難llil-lllllミ
HKKT33H3  生 後2年 ま で の トナ カ イ oneHb po Aeyx neT    (AAII-II)
a6xahaH   生 後3年 ま で の トナ カ イ o刀eHb Ao Tpex neT    (AAII-n)
6yy
Tap
MeH三 二・li騨 麟 謝 猟,iil:1・1.講1・ner(HHH-H)x ner(3HH-H)(AAH-H)
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y。。HK   脚        ・。・H       (AAII-II)
h。,   背        ・nx・・       (AAII-■)
TYYC胸  rPYAb  (AAII-II)
。y。。。。  蹄       ・。・blT・      (aAn-n)
M61f19」ﾌ, Mblblh3A肝 、 腹        neveHb, mxBOT      (Adll―n)
6yyvac   肝 臓          xxwxa          (AAII-II)
TyMep    血 管          xpoaexocHnix cocyp    (AAII-II)
papaMa    腎 部          解o丑HUhl         (AAII-H)
Myoc角  P。ra  (AAII―■)
Myoc Tyh3p一 角 で 攻 撃 す る      HanacTb poraMx     (AAII-∬)
Txxe一    呼 吸 す る        丑bI田aTb         (A五H-n)
Taba ahxpra か い ば      ・。P・       (A双H)
,yp。a   構       caH・ ・       (aAn-n)
hypra    2頭 ～4頭 の トナ カ イ が 牽 く機 caxx        (r-X)
pbaxTap hypraTa 女 性 用 の 櫨     caxx丑 朋 鵬H皿HH      (r―X)
hyprapb3  8頭 ～10頭 の トナ カ イ が 牽 く バ ロ ッ ク banox    (r-X)
Kb1h3K    皮 削 り道 具       cKpe60K         (AAII-II)
CON。hoH   皮 削 り用 の 大 き め の 道 具 6。n?oH cKpe6。K     (AAII-II)
hoNOhoH   皮 削 り用 の 大 き め の 道 具              (BHII-n)
KbIh3KTaH-, xMxT― 皮 を な め す    06pa60Tarb皿Kypy    (AAII―n)
sxypAaraH一 乾 か す(皮 細 工 の 行 程) cywxTb          (r-X)
Txpxxx KypT― 皮 を 乾 か す       C?ATb田Kypy      .(AAII-n)
Txpx AMHTTHH一 皮 細 工 の 全 行 程 を 行 う              (AAII―n)
Keh一    圧 縮 す る(皮 細 工 の 行 程)c撒HMaTb          (r-X)
6eppbtrbix一  皮 を 軟 ら か く す る た め に擦 り込 む トナ カ イ の 肝 を ゆ で る (r-X)
TbIc     トナ カ イ の.脚 の 皮    xaMyc          (AAII-H)
xMxKx TbiC, xnxH TblC トナ カ イ の 前 脚 の 皮            (aAn-n)
K訓HH T61C  トナ カ イ の 後 ろ 脚 の 皮              (AAII―n)
Txpx     トナ カ イ の 皮      mKypa          (AAII―H)
。nn。vy   軟 ら か い 皮      MHPKaH wKypa      (r―X)
6yrpx Txpx  斑 の 皮       . necTpaR皿Kypa      (BHH-1)
Kapa rxpx  黒 い 皮         HepHa兜mxypa      (BHH-H)
43nbK33 rxpx 白 い 皮         Genaa田Kypa       (BHH―1)
鰐    。,ep。   (BHH)
Kxx6sc   魚網 の 押 さえ                   (r―X)
田HM zapara 糸 か ら編 ん だ 魚網                 (P―X)
apaKac   魚 網 を か けて乾 か す た め の物 平 し           (P―X)
MyKCyH   ム ク ス ン(ウ スリーシロザ ケに似 た淡 水 魚) MyKCyH  . . (r-x)
anaap    オ ー ク ニ(カ ワススaキ)   OKyHb           (「-X)
h3np3x    ニ シ ン         cenepKa          (r-X)
ycryrac   チ ー ル         vxp            (r-x)            
ウス リー シ ロザ ケ    cxr           (r―X)MaHraac
n舗3TK3   ウス リー シ ロザ ケ に 近 い鮭nenRpb          (P-X)
TdHM3Hb   イ トウ        raHMexb          (r―X)
KdT3C    チ ョウ ザ メ      oeeTP          (P-X)              
ひ れ                      (r―x)henreK    お
KdTblpblK鱗  vemyfl  (r-X)
nanvaH   お っ ほ ・        XBOCT           (r-X)
epere    前 の方         Hepe朋 朋 臓CTb      (r―X)
M3HH頭  「。nosa  (r-X)
6ssp     肝臓          neveHb          (r―X)
eh3     臓 物 、 肝        翠eπ瓢OK, KxmKa      (r-x)
6eTere  腸       …y』 ・K      (r―X)
。。T,。   卵       ・・P・       (P―X)
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carypaH   生 で魚 を食 べ る ドル ガ ン料 理 の ひ とつ(刺 身)     (r-X)
hsnsp。 、H yxanaMaxvx・ ・blT魚 汁   y・・        ¢ ―X)
一
く親 族 名 称 〉識
TOH。H, TaaH 夫 の 父(そ の 人 物 が 若 けれ ばTaai)        (AAII―n)
KOTyH    失 の 母                    (AAII-II)
aga KyH'6【  実 の 父                    (AAII-II)
xxas Kytfbl  実 の 母                    (AAII―1)
TOH。H    夫 方 の 男 の 親 族(夫 よ りも年 長)          (Adll―n)
6anrnI   夫 の 弟 ・妹               (aun-n)
K。TyH, K H H b T 夫 方 の 女 の 親 族(夫 よ りも年 長)          (AAII-II)
haNac    嫁(夫 方 の 親 族 か ら)              (AAII-II)
KyTyﾘT3   自分 の 姉 の 夫                  (AAII-II)
   *家 系 図 の モ デ ル を指 して妻(pbaxTap)を 「自分 」 と想 定 して も ら う こ と に よ
     り語彙 を集 め た 。
npocTxna hapap一 告 別 す る(葬 式 の 時)npomarbcR c yMe四KM   (BHH-H)
ene6yT死  cMepTb  (BHH-1)
opep一    死 ぬ          yMepeTb         (BH■-n)
ﾘnyHbHbyK  死 装 束         o胆 瑚a yMepmero     (BH■rH)
。mh   墓        M。rana       (AAII―n)
Kap。anp。p 葬 式       ・。・・P。HbI      (aun-n)
Tac・ac  +字 架      ・P・・T.      (BHH)
A6。h、、。,。。。 h。N。p。p. Mx。 h・x・p6…IH.         (BHH)
悪魔 の 子 が 言 っ たの で あ る。私 が言 った の で は な いそ 。
  縁 起 の 悪 い 事 を 言 っ て し ま っ た 時 に お ま じな い に言 う 。)     (BHII-n)(
Ta耳 ・p・  聖 像      …H・      (BHH)
TaEapa KﾘyH3祝 日(「 神 の 日 」 の 意) npaapxxK        (THΦ 一X)
Tepe6yT KyMyM私 の 誕 生 日       pexb M。ero po照双eHH月   (THΦ 一X)
blpahTaarbl  皇 帝(「 距 離 を 持 っ 者 」 の 意) uapb       (BHH-H)
TOK。H    主 人 、 女 主 人     x。3ftliH, xosaHKa     (AAII-1)
aTbipaa―   商 う 、 売 る      T。pr。salb, npoAaTb   (AAII-II)
aTbipac―   買 う         KynxTb         (AAII-II)
aTxnn[p xxhx 売 り子        rtpoAase?       (THΦ ―X)
capnnaTa   給 与          aapnnaTa        .(A丑n―n)
honpar   兵 隊          c。npaT         (AAII-II)
,。py。,,・ 。py。 課 題       aapaHx・      (AAII-II)
epeK     教 育          06paaosaHxe       (THΦ ―X)
ﾘpﾘKT3K   教 育 を 受 け て い る    HMﾘTb o6paaosaxxe    (Txﾘ一X)
pyvKa    ペ ン         pyvxa         (AAII-n)
KapaHAaa, 鉛 筆       xapaHpam      (BHH)
cypy眞 ―   書 く        nxcaTb nxmx      (AAII-II)
cypyavvep, cypyxaavep 作 家     nxcaTenb        (AAII-II)
cypyK    手 紙          nxcbMo         (AAII-n)
。靭.   絵       P・・y…       (THΦ 一X)
。Hynaa一  描 く      P…BdTb      (AAII-II)
    一   好 む       nm6xTb      (BHH)KyyC
。ypHan  雑 誌       mYP・ ・n      (Adll-II)
Tapr―, Ta6aK TapT一 喫 煙 す る    KypHTb         (AAII-II)
rapp。P  喫 煙       ・ypeHx・      (T⑳ 一X)
Tdﾔ絳CblT   喫 煙 者         venoeex, K。ToPblH Kyp?  (THΦ ―X)
KyT―    待 つ 、 耐 え る     瑚aTb, TepneTb     (THﾘ一X)
6、、hbl亘   速 い       cK・pntH      (THΦ ―X)
Typr3HHHK xaM一 速 く 行 く          6n[cTpo甑TK         (Txﾘ一X)
hYnnYT    消 え た         xcvea          (THΦ-X)
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aMa ep   か な り長 く      04ﾘH?。nro      (THﾘ―X)
KHP3p hxxp 入 り 口        sxoA         (Txﾘ―X)
Taxcap hxxp 出 口          sbixop          (THﾘ一X)
雄
hyyzyx   指 ぬ き        eanepcTOx        (sxn-n)
COnKO   絹         皿enK         (AA∬-n)
T・nK・   布         TKdHH        (AAII-II)
T61KK―   縫 う        WHTb         (AAII―の
6acKo瑚a一  飾 る         ykpacxTb        (Txﾘ一X)
6aCKOH   美 し い       KpdCHBblH       (THm-X)
naaar    毛 織 りや 綿 の シ ョ ― ル  nnarox          (r-X)
6eprehe   帽 子          皿anKa           (r-X)
blblTdpKd, b1TTapFa イ ヤ リ ン グ    cepbrx         (AAII-II)
hahblp hara 狐 の 皮 製 の 付 け 衿    、B。pOTHﾘK?』HcH暉     (r-X)
hx3rs袖  pyKaBa  (r-x)
YpKa     トナ カ イ の 脚 の 皮 製 の 手 袋py[casxua[R3 xaMyca   (r-x)
               (上 着 に 縫 い っ け る)
TyMbAK    ボ タ ン         nyroaxubi        (AAII-II)
orypo    ビ ー ズ        ?cep         (BHH-n)
。rypo涯 。OX TaKac ビー ズ の 付 い た 服               (BHII-n)
hoffran   ビ ー ズ の 飾 り付 き上 着  sepxH≫R o鵬 瑚a,     (r-X)
                                    yKPa皿leHHaH 6xcepaMx
hyxyx    外 套          sepxttflfl 田y6a       (r-X)
btp6aaxm   シ ャ ツ         py6amxa         ($HH-n)
hoH     白 狐 製 の 内 着      HH洲 朋my6a xa benoro necea(r-X)
           [cf. xypca(q3JIK33)(白)狐neceo(6enniK) (r―X)】
TapaHKa   ス リ ッ パ       TanorKH         (r-x)
pbR6pa   下 履 き        HH湘 朋 o?sb       (r-x)
40p40hOT  短 靴          xopoTxxe yHTbl       (r-X)
yxTxxx   ビ ー ズ の 飾 りの 付 い た 女 性 用 の 靴          (r-X)
Txx6xH   家 で 履 く 女 性 用 の 靴                (r-x)
3TﾘP6ﾘC   遠 出 の 時 の 性 用 の 靴                (P-X)
hanoxx   長 靴          canori         (Txﾘ一X)
oryponax aTaK皮 製 の 長 靴       yHTb1          (THΦ 一X)
yy K3h3p han。xxゴ ム 長 靴       pesxHOSnie can。 「H     (Txﾘ一x)
3P Kxhx rypMx長 い足 の つ け ね ま で あ る 男 性 用 の 靴         (r-x)
coonhaH   布 団          opeRno          (AAII-II)
KOBep    絨 毯          Korep          (Aun-n)
yraKa袋  MemoK  (AAII-II)
一
〈 方 角 〉 異 な る 回 答 が あ り お そ ら く調 査 場 所 に よ る の で は な い か と 思 わ れ る の で
村 の 名 を 特 に 記 す 。
     p≫      ホ。ヒ。カ"イ(aAn-n)  カティリィク(xcs-K,MAK-K) ヘタ.(ムチノ) (M-X)
東  BOGTOK T33H     川 の 流 れ に沿 っ て  annapa総
西aanap Taac鍛i 区 別 す る 零i3  haanaaT
南ror KoTy  Mac Axsx(H)4 Mac pb3K*.4, yyhs癬
斗ヒ   ceBep    MyopaTTax 蓼籔    Myopa  axax *1籔      Myopa  pb3K l餐懸
  *1 「石 」 の 意 *2「 ツ ン ドラ(Myopa=「 ツンド ラ」,「 海 」)の 方 か ら 」 の 意
  *3 回 答 を 語 彙 の 形 式 で 得 る こ と が 出 来 な か っ た 。 そ も そ も 方 角 は 地 形 に
     応 じ て 区 別 す る 、 と い う 回 答 を 得 た 。
  *4 「木 の 方 へ 」 の 意    *5 「ツ ン ドラ の 方 へ 」
  *6 「下(へ)」 の 意    *7 「上(へ)」 の 意
                               一271一
KYH TYh3p  日 の 出         B。cxo』          (M_X)
KYH TaKcap 日 の 入 り        3aKaT           (M―X)
hac。,P月 。  朝 早 く      P・H・y・p・M     (THΦ 一X)
6、M、IT   雲       。6・aK。      (BHH)
TbIblH     空 気          B。顕yx          (BHI-n)
KYH Tblrap. 太 陽 が 輝 い て い る 。   C。朋 ロe cBeT班T.     (HBK-C)
YqYr頭KyT  よ い 天 気        x。po皿a兄Hor叩a     (BHH―n)
BYrYH KYHMYT acTap.今 日 は よ い 天 気 だ 。 CeroaHH xopo田 翻H。F。 胆. (BHH―n)
KYH acTap一  天 気 が 穏 や か に な る   ロ。ro皿a ycH。KaHBaTb    (BH■ ¶)
haMblp TYh3p 雨 が 降 る        瑚eT丑o聞b       (THΦ 一X)
A。a y。aKaH haMblp。Y,T・.大 雨 が 降 っ'た 。0・e・ ・6。 ・bm且 丑・湖 ・y・a・ ・(THΦ 一X)
                                    (npO田eJi CHJIbHbl亘 冴o}K皿b.)
haMblp胆Ta. 雨 が 降 り始 め た 。    H訓a』c牙 丑o細b.     (THΦ ―X)
Kap TYh3p. 雪 が 降 っ て い る 。    CHeF H丑eT.       (HBK―C)
。、、。、   風       BeTep       (THΦ 一X)
TbIa丑Yp3p. 風 が 吹 い て い る 。    BeTep瓜yeT.       (HBK-C)
Tb、3朋ax 6ara舳 大 変 強 い 風    ・・e・・cH・ ・H礪BeTep  (THΦ 一X)
H。H,。c。 、馴 暖 か い 風     Ten・ 曲BeT・p    (THΦ ―X)
qowp丘  x。測  (BHH-n)
。。。。   空 間       ・p・・TpaHcT・ ・     (r―X)
aEop    川 の 向 こ う岸     即yr。 宜6epep peKH    (THΦ 一X)
Taac   石       KaMeH・      (THΦ 一X)
、yMaK   砂       nec・K      (BHH)
KyMaap蚊  K。Map  (BHH-H)
cap KblpT  隼 、 大 隼       c。Ko刀, can。aH      (BHH―1)
KannyT   乾 い た        cyxo亘         (BHH-H)
姻
y。H 6H。p  11       ・脚Ha∬ ・aT・     (A五H)
y。H。KK。  12       πBeH・皿u・T・     (AπH)
yoH Yc       13                   TpHHa烈1」aTb              (A双II-H)
hYYPr・3 6H3c   25                    石Bal」aTb nHTb             (A江H-H)
hY,   100      ・T・       (A双H)
Tblhbl騒a   1000       T・・cHqa       (A即 ―n)
Ke6ec金  30』OTO  (AπH―n)
q。。K3 K。6。c 銀       cep・6P・      (A五H)
、。nH。,H  銅       ・・瓜・       (AπH)
。、、M、lp   鉄       …e・ ・      (AπH)
h。爪a,。 。Ka 金 槌      ・。P・T・・      (AHE-』)
hYr3斧  T。nOP  (BHH-n)
TbIk3    釘 rBO3Ab (ヘ タ村 で は KaTb【(BHn―n))    (BHH―n)
MHH KyTTaHa6yH. 私 は こ わ い 。    MHe cTpa畑 。.      (A双n-n)
MHH qyHKyeryH.私 は 退 屈 だ 。      MHe cKyqHo.       (A双H-n)
M耳HcyTyryH.私 は 憂 諺 だ 。      MHe rpycTH。.      (Aπ1-H)
MKH TepHeceH6EH. 私 は 興 味 が あ る 。 MHe HHTepecHo.     (A五肛一1)
MHHH3K3 63c舗33. 私 は 愉 快 だ 。   MHe Beceπ 。.      (HBK-C)
B3c鋤33.  私 は 楽 し い 。      MHe Bece刀 。.       (A双H-n)
MHH HyHKY36HHH. 私 は 憂 諺 だ 。   MHe rPycTH。 ・      (BHI¶)
MHH Yep36b田.私 は う れ し い 。     班pa』a.         (BHI―n)
MHH ah3Knb田 6arapa6blH.私 は 腹 が へ っ た 。 分x。 野ecTb.    (BHI―n)
MHH yTyおKnblH 6arapa6b1H. 私 は 眠 い 。XoHy cnaTb.      (BH■-n)
MKHH3K3 bl3p3K3H.私 に は 難 し い 。   MHe T舷e』o.      (BHn-n)
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13TTId:   熱 い!       N{apxo        (AAII-II)
3pblbl!   痛 い!        Bo茄HO!        (BHI―n)
MHHHbf3c!  お い し い!      BKyCHO!        (BHII-II)
Hπ3 AYO?  本 当?          RpaBpa?          (xsx―C)
hopryTMa.
  す み ま せ ん(気 を 悪 く し な い で 下 さ い)。KasxHxTe(He o6xmaxrecb).(AAII―n)
MxH  yehyM  b13Jlpb3p.
  私 は お な か が 痛 い 。    yMe朋 6。nxT網 ∬y丑OK.    (BHII-II)
∂H aaTbI【r KHMHH?
  お 名 前 は 何 と い う の で す か?Kax Bac 30ByT?          (HBK-C)
∂H xac 』MaaKaH曲?
  (年 は)お い くっ で す か?  CKOnbKO BaM neT?        (HBK-C)
M13H  OTyT  AKKH  j[bJlddXliblH.
  32才 で す 。       MHe 32 ropa.         (xsx-c)
ﾌ`1HH  TﾘPﾘﾘﾓyT  p,bbiJ161M  TblhblgYd  TOPyC  hyC  ﾓ133hyOH  TOKCyC.
  私 は1959年 に 生 ま れ た 。 x p。pxnacb.B 1959 ropy. (HBK-c)
MxH  Yep3T3ﾓHH  haKa  TblA61H.
  私 は ド ル ガ ン 語 を 学 ん で い ま す 。 xxsyvaro ponraHCxxH ft361K.  (HBK-C)
ﾌ`1HH  1161AdlipblM.
  私 は 疲 れ た 。       x ycTana.            (HBK-C)
3hxrx  hb1」1aH孤b圧rblT?
  あ な た は 疲 れ ま し・た か 。  Bbl ycTanx?           (HBK-C)
MHH  ﾓHAﾓ3nHHH.
  私 は わ か り ま せ ん(知 り ま せ ん)。x He sesam.        (HBK-C)
～6arapa6a田 ～ した い    XOW～              (HBK―C)
M礬  gpHHp33nRNH.
  私 に は 姉 妹 が あ る 。    y MexR ecTb cec2pa.      (HBK―C)
MHH  3P丑33員nxH.
  私 に は 夫 が あ る 。     yMe朋 e。Tb Myffi.      (HBK-C)
Hrxx. 寒 い!      X。刀o腿0!            (HBK-C)
AHbl KdC 4dflblli?
  今 、 何 時 で す か?     CKOnbKO ceHVac speMeHx?     (HBK-C)
Kacxa vacxa xsnssNxH?
  あ な た は 何 時 に 来 ま す か 。  B。CKOPbKO Bbl npxeAeTe?     (HBK-C)
Mox【HO blA33M KxHxr3HH?
  本 を 持 っ て 行 っ て い い で す か?Mo細o B3flTb xHxry?       (HBK―C)
MxH TOJIKyJ3ddﾓdTblM.
  私 は わ か ら な か っ た 。   xHe nqH朋a.          (HBK-C)
MxH ToJIKyJlaa6annbiH.
  私 は わ か らな い 。     xHe noHxMaro.         (HﾘK―C)
a.KTap一   寂 しが る       CK?3Tb        (BHII-n)
KyTTaT一   驚 か す         xcnyraTb        (TKﾘ一X)
KyTTdH一  驚 く       xcnyraTbcft     (THﾘ一X)
Tyh3Txm.  (私 は)夢 を 見 た 。  MHe npx・xxn。Cb.    (THΦ 一X)
鵬  
現 在 の ドル ガ ン 族 は ロ シ ア 風 に 名 と 姓 と と も に い わ ゆ る 父 称 を も っ て い る(→
5章 参 照)。 外 ツ ン ドラ 農 民 で あ っ た ロ シ ア 人 を 除 け ば 、 お そ ら く ソ ビ エ ト政 権
に よ っ て パ ス ポ ー トの 取 得 が 義 務 づ け ら れ て 後 の 習 慣 で あ ろ う 。 都 市 生 活 を 送 っ
て い る 旧 ソ ビ エ ト市 民 に と っ て 日 常 生 活 の 随 所 で 身 分 証 明 書 と し て 必 要 不 可 欠 な
パ ス ポ ー トで あ る が 、 そ の 必 要 が 切 実 で は な か っ た せ い か 、 極 、 最 近 に な っ て パ
ス ポ ー ト を取 っ た 老 人 も い る そ う で あ る 。 姓 に つ い て は も ち ろ ん 、 こ こ に参 考 に
挙 げ た 名 前 の 中 に も ロ シ ア 風 の 名 前 が も と に な っ て い る と考 え ら れ る も の も あ る 。
姓 に つ い て は 大 部 分 の ロ シ ア 風 の 姓 と 同 様 、 女 性 の 姓 と し て は 末 尾 の ―aを 付 し
た 形 で 使 わ れ る 。
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==ポ ピ ガ イ 村 に 多 い 姓:CxMaK。B(a),xynpxH(a),%apKOB(a), B。nbmaxos(a)等
==ヘ タ 村 に多 い 姓:BeTTy, qynpHH(a), IlopoTOe(a), AKceeH。B(a), MxxaHnos(a)
         qa囲y等
==ノ ー バ ヤ 村 に 多 い 姓:Pft6。B(a),ﾘepceeg(a),ﾘaPbKOB(a),漁』K。B(a),
         IIOPOTOB(a)等
==名 前:KYTY兄K, ypdHblK, hyaena, AKKOga, KblKKdSi, KYTe3, MapoKOv。H,
    BaKyqHK, YH6ava等
  〔こ れ ら の 名 は パ ス ポ ー ト に 記 さ れ る こ と は な い よ う で 少 な く と も 現 代 は ニ
  ッ ク ネ ー ム と し て 使 わ れ て い る よ う で あ る 。 cf.ド ル ガ ン 人 は 一 人 目 の 子
  供 の 名 を 冠 し て 呼 び あ う こ とが あ る(BHH-A):
  例 え ば 、 「ゲ ル マ ン 」 と い う パ ス ポ ー ト記 載 の 名 前 と は 別 に ニ ッ ク ネ ー ム
  と して 「マ チ ア ガ タ(マ チ の 父)」 Mavxaga(-Ta) =Mavx(子 の 名)― 父 一
  (所 有 接 辞3人 称 単 数)]
.4.ド ル ガ ン 語 言 語 資 料(罵 り こ と ば 、 迷 信 、 夢 占 い 、 諺(言 い 回 し)、 謎 々)
 以 下 に掲 げ る 資 料 は ドル ガ ン 族 詩 人 オ グ ド ・ア ク シ ョ ー ノ ワ Qrpo Axcell。Ba
さ ん か ら提 供 さ れ た も の で あ る 。 オ グ ド ・ア ク シ ョー ノ ワ さ ん は1936年 、 ア
バ ムABaM地 区 、 ボ ガ ニ ダEoraHxAaのボ ロ チ ャ ン カB。novaHKa村 に 生 ま れ 、
以 来1956年 ま で 居 住 。 そ の 後 、 ハ タ ン ガXaTaHra 区 、1972年に ド ゥ ジ
ン カAypxHxa 市 に 移 り 、 今 日 に 至 る 。 中 等 学 校 卒 業 後 、 モ ス ク ワ で 高 等 文 学 課
程 を 修 め る 。10年 以 上 、 「赤 い チ ュ ム(家)」 Kpa。Hbil34yM で 民 族 的 モ チ ー
フ の 文 芸 作 品 、 伝 統 、 習 慣 等 の 収 録 に あ た る 。 ポ ピ ガ イIlonxraH 村 、 ジ ュ ダ ニ
ハmpaHxxa村 、 カ テ ィ リ ィ クKalblpb【K村 、 ノ ボ リブ ナ ヤH。BopbI6HaH村 の 作 業
所 等 で 文 化 活 動 を 行 う 傍 ら 、 様 々 な マ テ リ ア ル を得 た 後 、1973年 初 め て ドル
ガ ン 語 に よ る 詩 を 発 表 し、 ドル ガ ン 語 の 正 書 法 設 定 に 先 鞭 を っ け る 。 そ れ 以 降 も
次 々 に 民 族 的 モ チ ー フ に よ る 作 品 を 発 表 し 多 く ロ シ ア 語 に も 訳 さ れ て い る 。 又 、
1981年 に は 実 験 的 ドル ガ ン語 初 等 読 本 を編 纂 し 、 そ の 後1990年 に本 格 的
な ドル ガ ン語 初 等 読 本 を編 纂 す る 。 現 在 も 精 力 的 に 作 家 活 動 に 従 事 し て い る 。 主
な 著 作 に?paKCaH(1973)「バ ラ ク サ ン 」 、 Myopa ap∂a冝ﾝapa(1976)「 ツ ン ドラ
模 様 」 、 ?pzaaH e[pb[anapa(1988)「 バ ル ガ ン の 唄 」 。 以 上 は ク ラ ス ノ ヤ ク ス ク
のKp磴HOflpCK。e KHHmHOO xsAarenbcTSoか ら ロ シ ア 語 と ドル ガ ン語 の バ イ リ ン ガ
ル テ キ ス トで 、 又 、 〃εo〃αceaepHOZa cuaHUA(1982)「 オ ー ロ ラ の 唄 」 は モ ス ク
ワ のC。epeMeHHxKか ら 、Tant≪ BO∂bl(1989)「 雪 解 け 水 」 は 同 じ く モ ス ク ワ の
CoseTCKafl Poccxflか ら ロ シ ア 語 訳 と し て 出 さ れ て い る 。 そ の ほ か に も 教 科 書 や 児
童 向 け 読 本 も 含 む 著 書 が 多 数 あ る 。 ソ ビ エ ト作 家 協 会 会 員 。 栄 誉 勲 章 授 賞 者 。 
オ グ ド ・ア ク シ ョ ー ノ ワ 氏 は 自 身 が ツ ン ドラ に 育 ち 、 祖 母 か ら民 族 の 伝 統 に 関
連 し て 様 々 に 受 け 継 ぐ機 会 に 恵 ま れ て い た の で 実 に 知 識 の 豊 富 な 方 で あ る 。 例 え
ば 、 路 端 の 草 木 類 の 薬 効 や そ の 他 の 用 途 に っ い て も 次 か ら 次 へ と 説 明 して 下 さ っ
た 。
 本 稿 に 掲 げ た の は1991年8月 初 旬 に タ イ ム ィ ル 自 治 区 ド ゥ ジ ン カ 市 で オ グ
ド ・ア ク シ ョ ー ノ ワ 氏 に 会 っ た 際 、 筆 者 の 依 頼 に応 じ て 以 下 の 項 に 区 分 け し ドル
ガ ン 語 に ロ シ ア 語 訳(説 明)を つ け て 下 さ っ た も の で あ る 。 本 稿 で は ロ シ ア 語 訳
も 参 考 に して 日 本 語 訳 を つ け た 。 表 記 は ア ク シ ョ ー ノ ワ 氏 の 稿 の ま ま と した 。
            KblpblblCTdp麗 盟
1.  HPP3N hblT?I縣61H.
 「お ま え の 脳 が 曲 が っ て し ま え ば よ い の に 。 」
2.  Taac pyn3H 6yon.
 「お ま え は 石 の よ う に も の を 言 え ぬ よ う に な れ 。 」
3.  3ﾓ3 Hv413T3 blJIJIblH.
 「水 の 主 が お ま え を 連 れ て 行 っ て し ま え ば い い の に 。 」
4. Kaparf)IHr snor3π3HHHH.
 「お ま え の 目 に そ こ ひ が 出 れ ば よ い の に 。 」
5.  Kaparbur yon.nyH.
 「お ま え の 目 が 流 れ て し ま え ば い い の に 。 」
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6.  Kxxx rapara hyox 6yon.
 「両 目 と も 見 え な く な れ 。 」
7.  Ka66[pra[r KdTTblH, KyoπaHbl【r KYYP?H・
 「お ま え の 喉 が 渇 き 、 喉 の 奥 ま で 干 上 が れ ば い い の に 。 」
8.  Tn[nb[tr 6aahb[pAb[H.
 「お ま え の 舌 に 瘡 蓋 が 出 れ ば い い の に 。 」
9. x」lxxx HHHKP3 TdpTblH.
 「お ま え の 手 の 筋 が 引 き つ れ ば よ い の に 。 」
10. eπYY hHgTRH.
 「死 が お ま え を 喰 ら え ば い い の に 。 」
11. blT 6yon.
 「犬 に な れ 。 」
12. blan biTa 6yon.
 「隣 の 犬 に な れ 。or(隣 の 犬 畜 生 に な れ 。)」
13. ﾍIAp I34YHT3  6[AJ161H.
 「地 の 主 が お ま え を ひ っつ か ま え るよ うに(つ ま り、地 の 霊 が ひ っつ か ま え る)。 」
14.Kapa 6yop?TZaaTbtx.
 「黒 い 地 面 が お ま え を 押 さ え つ け る よ う に 。 」
15. hxp hyM3T3 6yonaap.
 「地 の 肥 や し に な れ 。 」
16. KaM 6aac ?on.
 「お ま え の 体 が 瘡 蓋 だ ら け に な れ ば い い の に 。 」
17. hypsrxH' 6biaTa 661hblHHblH.
 「お ま え の 心 臓 の 動 脈 が 切 れ れ ば よ い の に 。 」
18. Hh胚H噛 TYYHYrYPAYx.
 「お ま え の 腹 の 中 に 徴 が 生 え れ ば い い の に 。 」
19. Kapall zaan.
 「潰 れ ろ 。 」
20. haKaTa hyoK 6yon.
 「喋 れ な く な れ 。 」
21. Eapap hyonyK KﾘhyHHyH, TeHHepyr KﾘCTY63THH・
 「お ま え の 去 る 跡 が 見 え て も 戻 る 跡 が 見 え な き ゃ い い の に 。 」
22. TaKapa nin?TmH.
 「神 が お ま え な ん か 知 ら ん と 言 え ば い い の に 。 」
23. YeH aha 6yon.
 「虫 の 餌 に な れ 。 」
24. blT Ad 3H Ab?C3p ﾘk6ﾃﾓOTyH.
 「お ま え な ん か に は 犬 も 目 を く れ な く な れ ば い い の に 。 」
25. yoTyH・ yTy亘 丑yH.
 「お ま え の 竈(っ ま り 、 一 族)の 火 が 消 え り ゃ い い の に 。 」
26. Txxhxe'hOnOHHyH.
 「お ま え の 歯 が 抜 け り ゃ い い の に 。 」
27. Tepyyp OPON Typ6dT61H.
 「お ま え の ガ キ な ん か 死 に ゃ あ い い の に 。 」
Z? K礬HblK i[d ﾓyRT TyMH? hblpblTT61H.
 「ど ん な 獲 物 も お ま え の と こ ろ は 素 通 り し ま す よ う に 。 」
29. KyH hblpAblra TblKildTblH 3H TyCKdp.
 「お ま え の た め に お 天 道 様 も 照 ら さ ぬ よ う に 。 」
30. hYYTYK 6yﾘA33TRH・
 「指 ぬ き に 押 し っ ぶ ―さ れ ろ 。 」
31. yhyH hyonrap 【{blbI尾{aaK-Aa oroTo 4b】b[6blj)raa6aTb田 ・
 「お ま え の い く 先 に は ひ よ っ こ も さ え ず る ま い 。 」
32. EyocRa blAJIblH 3HbHi'1+IH.
 「お ま え な ん か 疸 瘡 に か か れ ば い い の に 。 」
33.hmTmrax MacKb田hblTTdHddp,「 朽 ち 木 が お ま え の 枕 と な り 、
  xananiT M紊KblH hblTTaHaap, 乾 い た 木 に く る ま ろ う と し て も 、
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    TOKMyT Mahhi TacTaHaap.  湿 っ た 木 が お ま え に お お い か ぶ さ る よ う に 。 」
                                 .,, ,_
                           BKTT3p                                   -
1.  KaKac Kaahb1甘 KblhblH丑ara - YePYYr3, yκa ― KblblliN紿bl6tl'd・
  「右 の 眉 が 痒 い と 喜 ぶ こ と が あ り 、 左 の だ と 頭 に 来 る こ と が あ る 。 」
2.  ﾏ13H'Hli3 KbiFlblHdpd ‐ K3Yli3Hl'3.
  「顎 が 痒 い と 進 物 が 来 る(何 か 美 味 し い も の を 得 る)。 」
3.  TbiJ犀 Kbl!]blﾃdP - Kspcxxr3.
  「舌 が む ず む ず す る と 口 論 に な る 。 」
4.  Kb]blC 3MAHg K6[hbiHap - KﾘpCYT3 axrap.
  「乙 女 の 胸 が か ゆ い と 恋 人 が 恋 し が っ て い る 。 」
5.  Abaxrap 3MHH3 K6lhbixap ― 3P3 6xxTSp or'oTo  aKTap.
  「女 性 の 胸 が か ゆ い と 夫 と 子 ど も が 恋 し が っ て い る 。 」
6.  Ta6a Tblﾓblblpbl? Kxhx blTblpAbld ― hawaaK TyoJlyo.
  「 ト ナ カ イ か 人 間 が く し ゃ み を し た ら 、 考 え て い る こ と が 本 当 に な る 。 」
7.  TyoT KyHyC K3nc3TH3 - yryer3, 】(xsh3HH3H KyharaHEa・
 「火 が 昼 聞 音 を 立 て た ら 良 い こ と が あ り 、 晩 な ら 悪 い こ と が あ る 。 」
8.  KblblM avaaxTax T3Hp3f'HH3 - bldJljjbblKKd.
  「か ま ど か ら 火 の 粉 が 散 っ た ら 、 客 が あ る 。 」
9.  blz KH3h3HH3H YnYxparb1Ha ― Kyhar'aH hypaKKa・
  「犬 が 晩 に 吠 え た ら 、 悪 い 知 ら せ が あ る 。 」
10. YMa b1T6Ic Kblhb[量 凸arb置Ha - blaJ【z】bbiKKa.
  「手.の 掌 が 痒 く な る と お 客 と 挨 拶 を す る こ と に な る 。 」
11. hblpa貢 1(blhb【亘凸arailla - Ta[anra・
 「顔 が む ず む ず す れ ば 風 が 吹 く 。 」
12. HbHHJI63K annapaxxax TapTar・H6IHa - fiepe TabarniH hH3「3・
 「わ っ ぱ を 下 の 方 か ら 引 き 抜 く と 狼 が ト ナ カ イ を 喰 う 。 」
13. Hbxxn63K hblpa貢a TapTarblHa - AbaxTap  oroJIoHyora・
 「前 の 方 か ら わ っ ぱ を 引 き 抜 く と 女 が 子 を 生 な 。 」
14. Yn.nytr xmhbixｿlarbiHa yepyyrs.
 「足 の 裏 が 痒 く な れ ば 喜 び ご と が あ る 。 」
15. 2瓦b3Hr3, hynycTaaK 】(annaax TbIMHnimra - KYYT xvxr3C KyHy・
 「寒 い 日 に 空 に 明 る い 星 が 出 て い れ ば 暖 か く な る 。 」
16. BahaK ﾘN4ﾘCyH3H ryhyer3 - 6ynxa (KblblJlra, 6a,nbixxa, xaacxa).
 「ナ イ フ が 刃 を 上 に 落 ち た ら 、 獲 物 を 得 る(野 生 の ト ナ カ イ や 魚 を 捕 ま え た り 、
  野 鳥 を し と め る)。 」
17.Rraaxxx apblb団aaTarb【Ha―6a川KKa.
 「(小 屋 の 申 に)蜘 蛛 が 網 を は っ た ら 、 沢 山 の 魚 を 捕 ま え る 。 」
18. Eanb[K KaaHa ycTyo ― haMblblpra.
 「魚 の え ら か ら ひ ど く 血 が 流 れ た ら 、 雨 に な る 。 」
19. KyoracTap xapaKa KH3hgHH3H Y甘KYYJIYeKT3P3 - yrye KYH1If3・
 「晩 に ア ビ が 跳 ね て い た ら 、 い い 天 気 に な る 。 」
20. Kd3CTdp TﾘTTﾘpy TﾘHyHH3KT3pRH3 ‐ TblMHblblyd.
 「春 に 雁 が 北 か ら 南 へ 向 か っ て 飛 べ ば 寒 く な る 。 」
21. blT dl'blJibl? ‐ HTHYI('3.
 「犬 が 舌 を 伸 ば し て 苦 し そ う に 息 を し て い た ら 、 暖 か く な る 。 」
22. blT OTy Ilx3 ‐ 11絎blblpC3.
 「犬 が 緑 の 草 を 食 べ た ら 雨 に な る 。 」
23. Eannix Kinc3TH3 - YrycTYK  6y」ITyoH1.
 「捕 ま え た 魚 が も の を 言 っ た ら 、 沢 山 の 魚 を 捕 ま え ら れ る 。 」
24. YIlyH ha6nt KaTblaFf ‐ Ta」lblblH'yhyH 6yonyo.
 「お 腹 の 大 き い 人 が 糸 を 長 く 紡 ぐ と 陣 痛 が 長 く な る 。 」
25. Md36blT61 甬blAJIbl礬' ‐ ONOH' KI3MHI3r3p HlipCA3.
 「妊 婦 が マ ウ ト(投 げ 縄)を 跨 ぐ と 子 ど も が へ そ の 緒 に 首 を 絞 め ら れ る 。 」
26. KypnaacKbl hblMblblTblH hxsN, oroN 3ﾓHPH3HH33K 6yoJIyo.
 「妊 婦 が 雷 鳥 の 卵 を 食 べ た ら 、 子 ど も は そ ば か す の 顔 に な る 。 」
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27. 3TI{ぼH33K haac 6yonyo - bldpblblTd hyoK pbblJi ?onyo (haJIrbIHa hyox)。
 「春 に 稲 光 が よ く 光 っ た ら 、 そ の 年 は 無 病 で あ る(感 冒 が 流 行 ら な い)。 」
28. haMtlblpa hyox 3Ti3NH3p MyOpa jjl33K 6apblKTapa haac  ‐  xyhyH  haM?blpj(daK
    6yonyo.
 「春 に 雷 が 雨 を 降 ら さ ず 北 氷 洋 に 退 い た ら 、 秋 に は 雨 が く る 。 」
29. YA甃瓸 yyT Typr3HHHK Tyh? ‐ 6dnblyd hyOK ?onyo.
 「春 に 川 に 水 が 多 く 流 れ 、 早 く 下 っ て 行 け ば 、 魚 は 少 な い 。 」
                         Tvv.n ii塾 占⊥LL
1.  YNKyyHy TyhyeN - KypymNa.
 「踊 り を 夢 に み た ら 、 結 婚 す る 。 」
2.  KblllTblH61, AbaxTap KH3pr33HH3pblH TyhyeH' ― 1(blblc orQHy  oronoxyoM・
 「夢 に 鋏 と 女 性 用 の 飾 り を 見 た ら 、 娘 が 生 ま れ る 。 」
3.  ∂63HH Tyopyok - 」ｿb6[」[bl 3T3NK !1blJlj[b6la}L
 「川 を 渡 つ た ら 、 一 年 、 息 災 に 暮 ら せ る 。 」
4. AbaaMa【 ・a TyhyeK- xyharaMxa. 双正・aa駈aTTaH tarbiczaxxniHa-YTYe「3・
 「夢 で 穴 に 落 ち た ら 悪 い こ と が 起 こ り 、 そ こ か ら 抜 け 出 す 夢 な ら 個 人 的 な 苦 し み
に 遭 う 。 」
5.  Topr'o - eJIYYr'3・
 「生 地 を 見 る と 死 ぬ 。 」
6.  KblpbIanaaK xxhxHx KﾘppﾘKKﾘ, oJl xxhx enyﾘ。
 「っ ら ら を は や し た 人 を 夢 に 見 た ら 、 そ の 人 は 死 に か け て い る 。 」
7.  TYYH OI・oHy KoP匹el(Kﾘ 6xxrsp xxp33KHHA ―  biaπ 皿bapra・
 「夢 の 申 で 赤 子 か 狂 人 を 見 た ら 、 病 気 に な る 。 」
8.  Yory KﾘppﾘKKﾘ 一 ﾘCKﾘ.
 「夢 に 火 を 見 た ら 、 噂 か お し ゃ べ り を す る 。 」
ﾘ.  Kblh?H'H'bl TatracTaax haaMaHml xeppexxe ‐  nypraara.
 「冬 装 束 の ガ ナ サ ン 人 を 見 た ら 吹 雪 に な る 。 」
10.FiblTbI KﾘpAﾘKKﾘ一pbonro.
 「夢 に シ ラ ミ を 見 た ら 、 良 い こ と に あ っ た り 成 功 し た り す る 。 」
11. TYYH KaaHbHf K3」1spxx TyhyeN - oPoJloHyoH 6xxr3p ypyyH「 K3nxs・
 「自 分 に 血 が あ る の を 見 た ら 、 子 が 生 ま れ る か 親 戚 が や っ て く る 。 」
12. Eanalr'bl TYh33T3KK3 ― btanpbapr'a。
 「夢 の 中 で 魚 を 見 た ら 、 病 気 に な る 。 」
13. ApapHKHhl xcT3KK3 ―  bianpbapra・
 「夢 の 中 で ウ ォ ッ ト カ を 飲 め ば 、 病 気 に な る 。 」
                    ec I(ohoOHQ 者   巷垂 、 口
1.  KblblC OI'O ‐ bl[IRblT OHOI'OC.
 「女 の 子 は矢 の よ うな も の だ 。(い ず れ に して も家 を 出 て嫁 に い く。)」
2.  BbulblprbIHbl ﾓblJ161T hannar.
 「過 去 と雲 は 閉 じ こ め て お く こ と は 出 来 な い 。(っ ま り 、 若 い と き か ら名 誉 を
 重 ん じ て 来 た 。)」
3.  Toppox 6YT3H ToP丑o【fHyyp.
 「皮 で 覆 わ れ て い る と きは(あ る いは 、 チ ュ ム に居 る とき は)勇 ま しい 。 」
4.  hyp3r3 hyora ‐ xyex hyp3x.
 「心 臓 ま で 青 い 程 、 怠 け 者 で あ る 。 」
5.  Tb]MHblb]i・a ypyyxa a6e[paa6aT ― TblMHb16[C'3 yns d6blj161blP・
 「寒 い と き に 救 っ て く れ る の は 手 袋 で は な い 、 仕 事 で あ る 。 」
ﾓ.  KNhx T61」[? TI3H}13 nyOK ‐ b[TblpjjdT?H? bl祓blblAd絳.
 「舌 に は 歯 は っ い て い な い が 、 噛 み っ く と い た い 。 」
7.  YryxaH, yTyHaH yyHHdH'HbldR ― 6apb1 6ynraH  MaTbiarr・
 「い つ ま で も 寝 て い る と 獲 物 は な い 。 」
H.  KblpjjbdH ﾓblTbll'blH ﾓblhd yxryyp - eHe 36AJIJII3ﾓ3T.
 「自 分 の 顎 髭 を 跨 い だ と こ ろ で 、 賢 く は な ら な い 。 」
9.  baaCTaH xnxx apaxnaT, 6arapap KHhHTT3H KapaK apaxnaT・
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  「痛 む と こ ろ か ら 手 を 放 さ な い 、 惚 れ た 相 手 か ら は 目 を 放 さ な い 。 」
10. hblaJlahap xepAyx hblJI6btprac.
  「カ ワ メ ン タ イ の よ う に す ば し こ い 。 (人 に つ い て)」
11. KaapAaax JjbblJlra Kaapbl ahblHap KapaM.
  「雪 の 年 に は 雪 ま で 惜 し が る ほ ど 欲 深 い 。 」
12. hypyxcyTa hyox, rapara hyox  xeppyx.
  「目 が 見 え ぬ よ う に 字 が 読 め ぬ 。(目 が 見 え な い み た い に)」
13. Abaxrap eJIepo - yoT haJIaaﾓblTblH Keppyx.
  「(家 で 、 チ ュ ム で)女 の 死 ぬ の は 火 事 と 同 じ だ 。 」
14. blr Tnina yyHy ﾓ3PblbtP, xxhx Tnina xxhxHx hxxp.
  「犬 の 舌 は 水 を 飲 む た め だ が 、 人 の 舌 は 人 を 殺 す 。 」
15. KxhxHx  y」ldKdHH61K  haHrapapbl甘. K3P?T3,  ynaxax  yonvaaxxax  3HbdKK61H
    6yeJ[33.
  「人 の 悪 口 を 言 う ぐ ら い な ら 、 肉 の 大 き い 塊 を 口 に 入 れ よ 。 」
16. xHb3, ara haraTa or・oro, oro haMaTa TacKa.
  「父 と 母 が 話 す こ と は 子 供 が 知 り 、 子 供 が 知 っ て い る こ と は み ん な が 知 っ て い る 。 」
                       Tddﾓblp?blHHdp 敵
1.  Kyorac xyenrs KyTypyryTTaH xNHx6x . (xaMyoc)
   「ア ビ が 湖 で 尻 尾 を 引 っ か け て 動 け な く な っ た0 (柄 杓)」
2.  Ypyk pbH3 Yc aaxxaax. (xhxHs3 hblaπb1亘a)
   「白 い 家 で 入 り 口 が3つ 有 る 。(ズ ボ ン 下)」
3.  Tyepr oro 6xxp 63pP3h3n33KT3p. (ocToJI aTaKTapa)
   「4人 の 子 供 が 帽 子 を 一 つ か ぶ っ て い る 。(机 の 脚)― 」
4. hypyKcyT hypyH6yTyx KHM Aa Kbia亘aH aaKnaT. (yep hyona)
   「書 記 が 書 い て も 誰 も 読 む こ と が 出 来 な い 。(ト ナ カ イ の 群 れ の 跡)」
5.  OpyH aHHblHaH opoKTook, hxp xhxxsH pbxsns3K. (KyTyHdK)
   「寝 床 の 下 に 道 を っ け 、 地 面 の 下 に 住 ん で い る 。(ネ ズ ミ)」
6.  Mac 63pr3hsn33K, Tlaac araKTaaK, KYHY M3」1丑b鼠 Y」13」IHHp. (xnxM)
   「帽 子 は 木 で 、 靴 は 石 で 、 終 日 働 い て い る 。 (魚 網)」
%.  13KK? ynr3c blHbblJlblbl ‐ 61Hb61」lb161 hmpca.nnap,  63ii3‐ﾓ3i33A3pHH  KyOI]IlaTTap.
    (hbipra xxxnnsps)
  「2匹 の 子 犬 が キ ャ ン キ ャ ン 言 っ て い る が 、 互 い に 追 い 抜 く こ と は 出 来 な い 。
   (機 の こ ろ)」
8。  Exxp YHYr3c K3T3rHH3H TYYHY KblPIIdJlblblp. (yeTypyyK)
  「一 匹 の 子 犬 が 後 頭 部 で 毛 を 刈 る(か ん な)」
9.  Kan-zapa H93nK39THH 6aTaP. (ropoHyoK KyTypy【 、a)
  「黒 々 と し た も の が 白 い も の を 追 っ て い る 。 (オ コ ジ ョ の 尻 尾)」
10. EapAaKTapn【Ha YJI3JIn3P, Texxennepyr3p blTb[b[Jlnap. (honyyppap)
  「行 き は よ い よ い 帰 り は こ わ い 。 (バ ケ ツ)」
11. Mac 3TT33K, THMHp 63prshsns3K, KYeJlb OpTOTyrap YH・KYYJIYYP. (礬Hbblbl)
  「体 は 木 で 、 帽 子 は 鉄 で 湖 の 真 ん 中 で 踊 っ て い る 。 (金 属 の 突 き 棒)」
12. EdCTgKK9 6xhxnnx63T, xanTaxxa Ka6bIJiJlbl6aT, ﾓblCTdKK? ﾓbih?JIJI616aT.  (KYH
    tibiara)
  「塗 り 込 め よ う と し て 塗 り 込 め ら れ ず 、 捕 ま え ら れ ず 、 切 る こ と も 出 来 ず 。
  (洩 れ 日)」
13。 AJI?61 0pToTyrap albinlP 3T3p. (KblhbIaK)
  「湿 原 の 中 で ト ナ カ イ が 鳴 い て い る 。 (皮 削 り 器)」
14. Exxp K6Ibl」1 ?iapnixax 6aacTaaK. (hyHpyK. hoMyora)
  「1頭 の 野 生 の ト ナ カ イ が お 腹 に 傷 を 持 っ て い る 。(鞄 の 錠)」
15. Yyra rxMxp63T, yoTKa y6aH6aT. (6yyc)
  「水 に 溺 れ ず 、 火 に 燃 え ず 。 (氷)」
16. Kaapr・a TYcT3raye hyona hyoK, yyra TYcT3r・HH3 TanaaHa hyoK. (3JI石3H)
  「雪 に 落 ち て 跡 も な く 、 水 に 落 ち て 波 も な く 。(オ ー ロ ラ)」
17. KblTaal3 Kbl6lhblH K611-[Tb[liblH rb[aha hYYc KﾘCTﾘﾘK hHpT3H xhxnngp. (3TﾘK)
  「白 い 顔 を し た 乙 女 の 鋏 の き し む の が 百 の 郷 に 聞 こ え る 。(雷)」
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18. hxp xhxr3p hbIMana Kblbll3Hdp. (s63K33)
  「地 の 下 に タ ー ル が 煮 立 っ て い る 。(巣 穴 の 熊)」
19. 五bb1誼ra Macia, pibbt6ap hblCTbl?T. (h3nxx Myoha)
 「滑 ら か な 木 に寒 さ は 宿 ら な い 。(マ ン モ ス の 牙)」
20. rxp69H aa貢b1 hYr3 y6a. (naac)
 「小 さ な 丘 に 小 さ な 斧 が あ る 。 (罠 一 狐 用 の 罠)」
21. Exxp 3M33KCHH MyHHyTyPdp rxH63T. (TblA)
 「あ る お ば あ さ ん が 自 分 の 鼻 を 触 れ な い 。(舌)」
5.調 査 協 力 者 一 覧
 筆 者 の ドル ガ ン 語 調 査 に 様 々 な 点 か ら協 力 し て 下 さ っ た ドル ガ ン 族 の 方 々 を 以
下 に 掲 げ る 。
 様 々 な 民 族 が 移 動 し、 そ れ ら の 間 に 同 化 と 分 岐 が 繰 り返 さ れ た で あ ろ う シ ベ リ
ア に お い て 、 民 族 の 歴 史 を 辿 る こ と は 容 易 で は な い 。 同 時 に 言 語 の 歴 史 を 辿 る こ
と も ま た 常 に 困 難 を 伴 う 。 シ ベ リ ア の 少 数 民 族 の 言 語 を 扱 お う と す る 時 、 民 族 に
関 し て 言 語 以 外 の 情 報 を も 無 視 す る こ と は 出 来 な い 。 現 在 に 至 る ま で 依 然 とUて
こ の 地 域 の 情 報 が 少 な い こ と を 思 え ば 、 こ こ に 掲 げ る ドル ガ ン 族 に っ い て の 微 々
た る デ ー タ で さ え 記 し て お き た い と思 う 。 人 々 に 関 す る デ ー タ は 全 て1991年
夏 当 時 の も の で あ り 、 性 別 や 調 査 の 日時 や 場 所 を 除 い て 、 調 査 時 等 に 協 力 者 に 質
問 し 、 回 答 を 得 る こ と が 出 来 た 情 報 の み で あ る 。 そ の た め 、 内 容 的 に は 一 貫 性 を
欠 い て し ま っ て い る 。 タ イ ム ィ ル 自 治 区 在 住 の 方 々 に 対 し て は 多 く の 場 合 、 前 出
のAA研 の 調 査 票 フ ェ イ ス シ ー ト に 沿 っ て 質 間 し た:名 前 、 生 年 と 場 所 、 居 住 歴 、
学 歴 と 職 業 、 理 解 言 語 と 使 用 言 語 、 父 ・母 ・配 偶 者 の 出 身 地 等 。
 尚 、 各 人 の 名 前 の 前 の0内 に 記 した ア ル フ ァ ベ ッ トは3章 に 掲 げ た 略 号 に一
致 す る 。 イ ニ シ ャ ル と 、 出 身 の 村(一 部 、 現 在 の 居 住 地)を 略 して 組 み 合 わ せ 、
個 々 の 言 語 デ ― タ の 提 供 者 と し て3章 に お い て 記 録 さ せ て い た だ い た 。 ま た 、 調
査 を 行 っ た 村 落 等 の 所 在 地 を 記 して お い た 。 生 ま れ た 場 所 等 の 地 名 に つ い て は 手
元 の 地 図 で は 確 認 で き な い も の も あ る 。 「ツ ン ドラ 」 、 「トー チ カ(拠 点)」 と
い う 回 答 が し ば し ば あ っ た が 固 有 名 詞 と し て の 地 名 で は な い 。
"レ 、 エ ン 711   ニ ン ー 一"      ・ロ ぐ        昌
望 部 ﾘaxynbxeT Hap・11・B KpaxH・r。 CeBepa,∬eHHHrpaπeK蘭 (P。cxHCxxK)
rOCy,Z[dj1CTBﾘHHbll3 11eAarorxvecxxH YHxaepcxTeT xMeHx A.x.repuewa
198097 r.CaHKT-IleTep6ypr, np.Cravex, 30
(BHH-n)BHKTOpHfl HHKOnaeBHa IlapﾘapbesHa (名 一 父 称 ―姓 の 順:以 下 同 様1
女 性 1970年 に ポ ピ ガ イIlonxraH村 で 生 ま れ る ポ ピ ガ イ 村 で 育 っ 3年
生 在 学 中 ドル ガ ン 語 と ロ シ ア 語 の2言 語 併 用 但 し ロ シ ア 語 習 得 は 初 等 学 校
就 学 以 後 本 稿 中 の 彼 女 か ら 集 め た 資 料 は 大 部 分 が ポ ピ ガ イ 村 に て 8月7日 ～
14日
(BHII-K)BarangH Haxonaesav Iloporos
男 性 3年 生 在 学 中 カ テ ィ リ ィ クli綉blPblK 村 出 身 ドル ガ ン 語 と ロ シ ア 語 の
併 用
(THΦ ―X)TaTbflHa HBaHOBHa ﾘepoceessa
女 性 4年 生 在 学 中 ヘ タXeTa村 出 身 ドル ガ ン 語 と ロ シ ア 語 の 併 用 本 稿 申
の 彼 女 か ら集 め た 資 料 は 全 て 当 学 部 に て
(MCK-C)Mapaxa CeMexosxa Kyppaxosa
女 性 4年 生 在 学 中 シ ン ダ ス コC61HAdCKO村 出 身 ドル ガ ン 語 と ロ シ ア 語 の 併
用
(HBK-C)HaHa BacanbesHa KaprasoBa
女 性 3年 生 在 学 申 シ ン ダ ス コ村 出 身 ドル ガ ン 語 と ロ シ ア 語 の 併 用 ロ シ ア
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語 の 学 習 は 初 等 学 校 就 学 以 降 本 稿 中 の 彼 女 か ら 集 め た 資 料 は 全 て 当 学 部 に て
 そ の 他 、 ドル ガ ン 族 出 身 の 学 生 の 方 々 や 、教 育 大 学 の 教 官 、 大 学 院 生 、 学 生 の
方 々 に 協 力 を い た だ い た 。
ド ゥ ジ ン カ 区(調 査 者 の 滞 在:199L8。1―6.ドゥ ジ ン カ 市 滞 在 、199L8.5.レ ー ビ
ン ス キ エ ・ペ ス キ 村 訪 問)
ドゥ ジ ン カ 市663210 KpacHo即cK嘘 xpaH, TaHM6Ipcxxx 磽TOHOMHblli。apyr,
AYAxHCKxx paHOH, r'.AYAxHKa
(OA―A)OrA。 AKCeHOSa(Esp。K朋EroposHa AKCeHOSaを 使 用 す る こ と も あ る)
女 性 1936年 ア バ ムAsah地 区 の 小 村 ボ ガ ニ ダBoraHxAaに 生 ま れ る ボ
ガ ニ ダ 村 、 後 に ハ タ ン ガXaTaHra 村 に 居 住 、 ド ゥ ジ ン カ 市 在 住 詩 人 父 ・母
・配 偶 者 と も に ドル ガ ン 族 出 身 1991年8月2日 ～6目 ド ゥ ジ ン カ 市 の タ
イ ム ィ ル 民 族 教 育 教 員 研 究 所 に て  (詳 し く は4章 参 照)
(AAE-A)AHHa AneKCeesHa Bap60naHa
女 性 43才 ポ ピ ガ イ 村 に 生 ま れ 育 っ レニ ン グ ラ ー ド教 育 大 学 卒 現 在 、 ド
ゥ ジ ン カ 市 に住 み 、 ドル ガ ン語 教 育 の 初 等 読 本 を オ グ ド ・ア ク シ ョ ー ノ ワ 氏 と共
に作 成 す る 等 、 民 族 言 語 教 育 の 普 及 に尽 力 し て い る 彼 女 に よ る ドル ガ ン 語 絵 入
り方 言 辞 典 は す で に 完 成 し 、 出 版 を 待 つ ば か り と な っ て い る タ イ ム ィ ル 民 族 教
育 教 員 研 究 所 勤 務  1991年8月2日 ～6日
(BHII-A)BnapHMap  HHxoRaeBav  Ilapﾘapbes
男 性 ポ ピ ガ イ 村 に 生 ま れ 育 っ レ ニ ン グ ラ ー ド教 育 大 学 卒 モ ス ク ワ 民 族 教 育
研 究 所 に て 大 学 院 教 育 を 受 け る ドル ガ ン 語 と ロ シ ア 語 の 併 用 、 教 育 者 現 在 、
タ イ ム ィ ル 民 族 教 育 教 員 研 究 所 所 長 タ イ ム ィル 民 族 教 育 教 員 研 究 所TdliM61pCKIi?
。Kpy>xHbt? HHCTHTyT ycoBeP皿eHcTBoBaH朋 yqH eπ 砺 の 所 在 地 は r.AypxHKa,
yn. ocTpoBcK。ro A.5 1991年8月2日～6日
(HAH-A)HHKOna紜nacaMOSav llonog
男 性 1929年 ア バ ム 地 区 の パ イ ツル マ ■axrypMa川 付 近 の サ フ ル ・ク エ ル
CaXblp Ky訓 で 生 ま れ る ドル ガ ン 語 と ロ シ ア 語 の 併 用 教 職 に 長 く就 き 、 現 在
は ジ ャ ー ナ リ ス トと し て タ イ ム ィ ル ラ ジ オ 民 族 放 送 局 で 編 集 者 と して 、 ま た 《ソ
ビエ ツ キ ー タ イ ム ィ ルCoseTCKxH Ta蜘blp》 紙 の 主 筆 と し て 勤 務 両 親 は ドル ガ ン
人 、 配 偶 者 は ロ シ ア 人 ジ ャ ー ナ リ ス ト協 会 会 員 1991年8月3日 ド ウ ジ
ン カ 市 内 に て
レ ー ビ ン ス キ エ ・ペ ス キ 村 KpacHORpcKxx xpaH, TaxMb【pcxxH dBTOHOMHbl穉xpyr,
XaTaHrcKHH paxoH,日.」eBHHcKHe Ile xx(レ ー ビ ン ス キ エ ・ペ ス キ 村 は ド ゥ ジ ン
カ 市 か らエ ニ セ イ 川 下 流 に 汽 船 で30分)
(axE-」)AJIeKCaHppa HBaHOBHa EpcMaxa
女 性 1920年 ウ ス チ ア バ ムYCTb-ABaM 出 身 1962年 か ら レ ー ビ ン ス
キ エ ・ペ ス キ 村 に 居 住 長 年 ツ ン ドラ に て トナ カ イ 飼 育 に 従 事 現 在 は 村 に 定 住
ドル ガ ン 語 の み 使 用 1991年8月5日 レ ー ビ ン ス キ エ ・ペ ス キ 村 に て
(KMB-」)ROHCT紿THH MapKenosav Ea繆ano?
男 性 70才 レ ー ビ ン ス キ エ ・ペ ス キ 村 出 身 ドル ガ ン 語 の み 使 用 現 在 は 専
ら漁 業 に従 事 1991年8月5日 レー ビ ン ス キ エ ・ペ ス キ 村 に て
ハ タ ン ガ 地 区(調 査 者 の 滞 在:1991.8.7-14 ポ ピ ガ イ 村 滞 在 、8.15-19 ヘ タ 村
滞 在 、8.19―22 カ テ ィ リ ィ ク 村 滞 在 、8.22-24 ノ ー バ ヤ 村 滞 在)
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ポ ピ ガ イ 村 663274KpacHOflpcxxH Kp翻, Ta倣blpcKHH dﾘTOHOMHbli3 。apyr,
XaTaHrOKH覚 paKOH, n.Ilonxrax
 (ポ ピ ガ イ 村 は ご く 近 年 に な っ て ポ ピ ガ イ 川 沿 い の 、 よ り 下 流 域 に 移 転 し た が
ま だ 完 全 に は移 っ て い な い 。 移 転 の 理 由 は 旧 ポ ピ ガ イ 村 は 比 較 的 浅 瀬 に沿 っ て い
る の で 貨 物 運 搬 の た め 等 の 汽 船 が 着 き に く い た め で あ る と い う 。既 に 新 ポ ピ ガ イ
村 が 行 政 上 はn.n・nxrnax で あ る が 当地 の 人 々 の 問 で は 旧 ポ ピ ガ イ 村 と 区 別 し
て 少 し 高 台 に あ る新 ポ ピ ガ イ 村 を ソ ー ポ チ ノ エConovH。eと 呼 ん で い る 。 本 稿 で
ポ ピ ガ イ 村 と い う の は 全 て 移 転 前 の ポ ピ ガ イ 村 を 指 す 。 本 稿 末 の 地 図 に あ る 地 点
よ り 、 ラ ソ バPaccoxa川 と の 分 岐 点 を 越 え て 上 流 域 に 在 る 。)
(3HII-II)3ypoxax Haxonaesxa llpoxonaesa
女 性 1949年  ポ ピ ガ イ 村 付 近 の ツ ン ドラ の サ ラ タCavara に 生 ま れ る
3年 間 レ ニ ン グ ラ ー ドで 過 ご し た 後 、 ヤ ク ー チ ヤ の ビ リ ュ イBxnrox に1年 、 そ
の 後 ヤ ク ー ツ クAKyTCKに15年 住 み 、 ポ ピ ガ イ 村 に 帰 り1年 で 今 日 に 至 る レ
ニ ン グ ラ ー ド教 育 大 学 中 退 倉 庫 管 理 人 ドル ガ ン 語 の 他 に ヤ ク ー ト語 、 ロ シ ア
語 を 使 用 父 は ビ リ ュ イB猛 脚 亘 川 上 流 域 母 は ポ ピ ガ イ 村 、 配 偶 者 は ビ リ ュ イ
地 区 生 ま れ 1991年8月13日 ボ ピ ガ イ 村 に て  (彼 女 の 記 憶 に よ れ ば 、
幼 年 期 に は"転 ん だ 時 に 膝 下 に 出 来 る 傷"を 表 す 名 前HbBKKOH を っ け られ て い
た と い う 。 ドル ガ ン 族 に は 子 供 に マ イ ナ ス イ メ ー ジ の 名 を 一 時 的 に っ け 、 厄 災 を
免 れ る こ とが 出 来 る と す る 風 習 が あ っ た 。)
(BaHII-II)BaneHTaHa HaxonaesHa Ilapﾘapbesa
女 性 1951年9月 ポ ピ ガ イ 村 に 生 ま れ る レ ニ ン グ ラ ー ド教 育 大 学 卒 業 後 、
13年 問 ヘ タ 村 で 教 職 に就 き 、 そ の 後 ハ タ ン ガ 村 に 移 り 、 現 在 は ハ タ ン ガ 村 の
学 校 長 職 場 で は ロ シ ア 語 家 内 で は ドル ガ ン語 両 親 と も に ボ ピ ガ イ 村 出 身
1991年8月8日 ポ ピ ガ イ 村 に て
(PAq-H)repMaH Anexceeeav qy叩HH
男 性 1963年10月  ポ ピ ガ イ 村 に 生 ま れ る 以 来 ポ ピ ガ イ 村 在 住 9年
制 学 校 卒 業 後 、 各 種 機 械 保 守 要 員 ロ シ ア 語 も 解 す 両 親 、 配 偶 者 と も に ポ ピ ガ
イ 村 出 身 1991年8月9日 ポ ピ ガ イ 村 に て
(MAC-■)MapH彊AΦaHacbeBHa C MﾚK。Ba
女 性 1932年5月 ポ ピ ガ イ 村 に 生 ま れ る 以 来 ポ ピ ガ イ 村 在 住 4年 制 の
学 校 卒 業 後  トナ カ イ 飼 育 に従 事 ロ シ ア 語 の 理 解 は 困 難 を 伴 う 両 親 と も に
ポ ピ ガ イ 村 出 身 1991年8月8日 ポ ピ ガ イ 村 に て
(AAII-II)AxHa AMgTpaesxa llapﾘHpbesa
女 性 ・1930年1月 ポ ピ ガ イ 村 に 生 ま れ る 4年 制 の 学 校 卒 業 後 、 賄 い 婦 と
し て 学 校 に 勤 め る ロ シ ア 語 の 理 解 は 困 難 を 伴 う 父 は ポ ピ ガ イ 村 、 母 は ヤ ク
ー チ ヤ 北 西 部 出 身 1991年8月7日 か ら14日 ま で ポ ピ ガ イ 村 に て
 (彼 女 に お い て は ヤ ク ー ト語 と比 較 した 場 合 に ドル ガ ン 語 に顕 著 で あ る語 頭 の
h一 が しば しばs一 と して あ ら わ れ て い た 。 ま た 、 彼 女 の 記 憶 に よ れ ば 学 校 教 育
を 受 け て い た 期 間 中 、1年 間 の み ラ テ ン ア ル フ ァ ベ ヅ ト を 用 い た ヤ ク ー ト語 の 授
業 が あ っ た そ う で あ る 。 本 人 に は 表 記 法 と して は ラ テ ン ア ル フ ァ ベ ッ トの 方 が キ
リ ー ル ア ル フ ァ ベ ッ ト よ り も 親 しみ 深 い ど の こ と で あ っ た 。 本 稿 に お け る彼 女 か
ら の 資 料 を 表 記 す る 際 の 仲 介 者 と な っ て く れ た の は(Bxx-n)。)
ヘ タ 村663264KPacHo月PcKH貢xpaH, Taz3Mmpcxxt3 aBT。HOMHb11縊Kpyr,XaTaHrcKxx
paxox, n.Xera
(ACE-X)Axxa Caeenbeaxa EeTTy
女 性 1926年 トノ ス コ エT。HocKoe湖 付 近 で 生 ま れ る 1938―39
年 頃 ム チ ノMYTxHOに 移 る ボ ロ チ ャ ン カB。novaHxa 村 の コ ル ホ ー ズ で 牛 の 飼
育 を して い た ロ シ ア 語 も 解 す る 父 、 母 、 配 偶 者 と も に トノ ス コ エ 湖 付 近 の
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ツ ン ドラ 出 身 1991年8月16日 ヘ タ 村 ム チ ノ で(ム チ ノ は ヘ タ 村 中 心 か
ら モ ー タ ー ボ ー トで20分 位)
(ans―X)AﾘaHacg? napΦeHoBHq BeTTy
男 性 1936年 ア バ ム 地 区 の カ ナKaxaで 生 ま れ る 青 年 時 代 を パ イ トル マ
n磁TOPMa で 過 ご し 、 中 年 に な っ て ヘ タ で トラ ク タ ー 運 転 手 と して 、 又 、 漁 労 、
狩 猟 に 従 事 して い た が 、 現 在 は 年 金 生 活 者 で あ る ロ シ ア 語 を解 す る 父 ・母 は
ボ ロ チ ャ ン カ 、 配 偶 者 は ム チ ノ 出 身 1991年8月16日 ヘ タ 村 ム チ ノ に
て
(MHB-X)MapHa HBaHOBHa Berry
女 性 1922年 ヘ タ 村 付 近 の タ ー ス デ ィ エ クTaae Ab3K で 生 ま れ る 以 来
タ ー ス デ ィ エ ク に居 住 ブ リ ガ ー ド(作 業 班)の 一 員 と し て 漁 労 に あ た る 父 は
タ ー ス デ ィ エ ク 母 は ツ ン ドラ の トー チ カ の トン グ ノ ス コ エTO腓K。e、 配 偶 者 は
ツ ン ドラ 出 身 ドル ガ ン 語 の み 使 用 1991年8月16日 ヘ タ 村 ゴ ロ モ Pon。MO
に て(ゴ ロ モ は ヘ タ 村 中 心 か ら モ ー タ ー ボ ー トで15～20分)
(TTB―X)TaxbflHa TpOﾘHMOBHd Sexry
女 性 1912年 ヘ タ 村 付 近 の ガ レ レ イPapene?ﾅ 生 ま れ る 以 来 ヘ タ 村 に
在 住 主 婦 父 は ツ ン ドラ 出 身 、母 は ポ ド ゥnoAYの 一 族 で ヘ タ 川 上 流 域 で 生 ま
れ た と い う 1991年8月16日 ヘ タ 村 ゴ ロ モ に て
(IIAE-X)Ilonaxapnos Aﾘanacbesav Serry
男 性 1916年 ツ ン ドラ で 生 ま れ る 以 来 ヘ タ 村 付 近 の ツ ン ドラ に住 む ト
ナ カ イ 飼 育 、 狩 猟 、 漁 労 に従 事 し現 在 は 年 金 生 活 父 は ヘ タ 村 付 近 の タ ー ス ヒ レ
Taac hHp3母 は ツ ン ドラ 出 身 、1991年8月16日 ヘ タ 村 ゴ ロ モ に て
(HMB-X)HaHa  Maxa疣oaHa  BeTTy
女 性 40代 前 半 ジ ュ ダ ニ ハmpaHxxa村 出 身 ヘ タ 村 在 住 レ ニ ン グ ラ ー ド教
育 大 学 卒 ドル ガ ン語 と ロ シ ア 語 併 用 ヘ タ 村 に て 初 等 、 中 等 課 程 を 担 当 す る 教
員 と し て 在 職 中 (本 稿 中 の ヘ タ 村 で の 記 録 は 彼 女 の 仲 介 に よ る)
(TIIM-X)TazbaHa  ■aBnoBHa  巫arloBa
女 性 27才 レニ ン グ ラ ー ド教 育 大 学 卒 ドル ガ ン 語 と ロ シ ア 語 併 用 初 等 科
教 員 と し て 在 職 中
カテ ,イ.リ ィ.ク 村 663263KpacHOftpcxxH KpaH, T謹Mb[pcKHH aBT。HOMHblli oxpyr,
XaTaHrCKKH paHOH, n。KaTmpaIK
(HCE-K)HpHxa CeMexosxa EeTTy
女 性 1920年 頃 ツ ン ドラ の トー チ カ 、 オ ー ゼ ロ 03ep。 で 生 ま れ る バ ヤ
ル カEaaptca村 、 ア バ ム 地 区 に 居 住 、 後 に 最 近30年 く ら い は カ テ ィ リ ィ ク 村 に
居 住 トナ カ イ 飼 育 ロ シ ア 語 は か な り よ く知 つ て い る 父 、 母 は ツ ン ドラ の ラ
ソ バPacc。x川(こ の ラ ソ バ 川 は ポ ピ ガ イ 村 付 近 の ラ ソ バ 川 で は な く お そ ら く ボ
ガ ニ ダ 川 の 支 流 ラ ソ バ 川 で あ ろ う)付 近 の トー チ カ 出 身 1991年8月20日
カ テ ィ リ ィ ク 村 に て
(MAK-K)MarpeHa AﾘaHacbeaHa Kaprasosa
女 性 1931年 KdTblpblK付 近 の ッ ン ドラ で 生 ま れ る 以 来 カ テ ィ リ ィ ク 村 付
近 の トー チ カ で 暮 らす 一 家 で ツ ン ドラ に い て トナ カ イ 飼 育 に 従 事 して い た ロ
シ ア 語 は 少 し解 る 程 度 父 、 母 、 配 偶 者 と も に ツ ン ド ラ 出 身1991年8月20
日 カ テ ィ リ ィ ク 村 に て
(CKE-K)CoBepe? AOHCT瓸THHOBHY ?TTy
男 性 1911年 頃 カ テ ィ リ ィ ク 付 近 の トー チ カ 、 タ ー スTaacで 生 ま れ る
後 に トー チ カ 、 パ ス ト ゥIlacTy後 に カ テ ィ リ ィ ク 村 に居 住  漁 労 、 狩 猟 、 トナ
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カ イ 飼 育 に 従 事 ド ル ガ ン 語 の み 使 用 父 、 母 は ツ ン ド ラ の ト ー チ カ の タ ー ス 、
配 偶 者 は ツ ン ド ラ 出 身 1991年8月20日 カ テ ィ リ ィ ク 村 に て
(AMII-K)AsrycTa Mgxa縅osxa IlopoTOSa
女 性 53才 ヘ タ 村 出 身 レ ニ ン グ ラ ー ド 教 育 大 学 卒 現 在 は ハ タ ン ガ 村
。.XaraHraに て 教 員 を 勤 め る ド ル ガ ン 語 と ロ シ ア 語 併 用 ソ ビ エ ト 政 権 に よ り
レ ニ ン グ ラ ー ド 教 育 大 学 に 送 ら れ 、 か な り 早 い 時 期 の 民 族 出 身 の 教 員 免 許 取 得 者
で あ る と い う 1991年8月19～22日 カ テ ィ リ ィ ク 村 に て
ノ ー バ ヤ 村 663265 KpacHOflpcxxH xpaK, T3i33MblpCKI313 dBTOHOMH611i oKpyr,
XaTaxrcKxH paHOH, n.HoBafl
(MHP-H)Mapga HBaHOBHa Pfl60sa
女 性 1945年 ム チ ノ に て 生 ま れ る ヘ タ 村 、 ク レ ス ト ィKpecTn】 村 に 居 住
後 ノ ー バ ヤHoraa村 に23年 間 居 住 し 現 在 に 至 る ノ ー バ ヤ 村 執 行 委 員 会 議 長
ド ル ガ ン 語 と ロ シ ア 語 の2言 語 併 用 職 場 で は ロ シ ア 語 を 頻 用(民 族 出 身 者 間 に
お い て も) 家 庭 内 で は 併 用 父 ・ 母 と も に ム チ ノ 出 身 配 偶 者 は ノ ー バ ヤ 村
出 身 1991年8月23日 ノ ー バ ヤ 村 執 行 委 員 会 議 長 室 に て
略 号 補 足
r.= ropop    A・= AoM  n.= nocenox   np.=npocnexr   c.= ceno
yn. = ynxua
3章 の 中 の 略 号 中(r-X)、(M-X)と あ る の は 以 下 の 調 査 協 力 者 を 指 す
 (r-x)=ACE-X, AnB-X, xMS-x,及 び TH凪 ―X (下 線 部 は 仲 介 者)
 (M-X)=Mxs―X, TTs-x, HAB―X, xMS-x,及 び TH黒 一X (同 上)
*本 稿 の 完 成 ま で に 編 集 委 員 の 菅 原 睦 氏 に は 細 か い 点 に 至 る ま で 有 益 な ア ド バ イ ス を
様 々 し て 頂 い た 。 こ こ に 感 謝 の 意 を 表 し た い 。
一
・ ド ル ガ ン 語 の 出 版 物
 以 下 に 紹 介 す る の は 本 文 に 既 に 挙 げ た 書 籍 の 他 に 筆 者 が 知 り 得 た 、 比 較 的 最 近
に な っ て 出 版(予 定 を 含 む)さ れ た も の の み で あ る 。
*?xeapb ∂nA l KAQCca donZQHcxux 改κon(1990)
E.E.AxceHOSa, A。A.Eap60nxxa, KapaTenbcTSo HpocBe皿eHHe, J【eHHHrpa君
『 ド ル ガ ン 族 校1年 生 用 初 等 読 本 』 (1990年)
*4「yAZaam〃zap〃6ピ 溜 岬 α 一ponzayごxu愠36[K
yve?Ux u KNUZa ∂nA ・!〃ε〃α牙 ∂AA 2-ZO  Knacca(1990)
H.M.ApTeMbeB, B.H。Ilapﾘxnbes, H3丑aTeJlbCT6011pocBemeHxe, JeHHHrpa』
『 ド ル ガ ン 語 2年 生 用 教 本 と 読 み 物 』 (1990年)
*Cnasap6 ∂onzaxCKo-PyCcx? u Ab・CCKo-∂o≫2QHCKαu (1992)
E.E.AxceHOea(O.Axcexosa),  H.II.EenbTroxoea,  T.M.Komesepoea,
HsAaTenbcTBo 肛pocBe皿eH且e, Caxxr-Ilerep6ypr
『 ド ル ガ ン 語 一ロ シ ア 語 ロ シ ア 語 ― ド ル ガ ン 語 辞 典 』 (1992年)
*OzyPyo ?lAlb(K - 6喫cepNQA 60po∂Q (1992)
0.AKceHoBa, KpacH。apcxoe KHH皿Hoe?p3TﾘAbCTB。, KpacHoHpcK
『 ビ ー ズ の 顎 髭 』 (1992年):ド ル ガ ン 族 の 民 話 の ド ル ガ ン 語 と ロ シ ア 語 の
対 訳
*/CapmuHHVtQ ∂uanexmonazuKeCKu? cnaeap5  ∂OAZQXCKozO  Asbtxa  ∂nA  昭κ0刀
(xnevaTx)
A.A.Bap60nxHa, HapaTenbcTBo HpocBe皿eH滅e, CaHKT―leTeP6yPr
『 ド ル ガ ン 語 絵 入 り 学 習 方 言 辞 典 』 (近 刊)
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・ 地 図(ATJAC CCCP,助aBHoe ynpaB肥HHe reo凸e3HH H KapT。rpaΦHH npH coBeTe
闇HHcTpoB CCCP, MocKBa,1990をも と に し て 作 成 し た)
(タ イ ム ィ ル 自 治 管 区 、 ク ラ ス ノ ヤ ル ス ク 地 方 北 部 、 エ ベ ン キ 自 治 管 区 北 部)
